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教科の概要（保健体育） 

I. 目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通し

て，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続す

るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，

技能を身に付けるようにする。 
(2) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断す

るとともに，他者に伝える力を養う。 
(3) 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊

かで活力ある生活を営む態度を養う。 
 
II. 観点別評価の規準と基準 

 規  準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

A 

十分満足できる 
運動の合理的，計画的な実践を通

して，運動の楽しさや喜びを深く

味わうことができる。また，生涯に

わたって運動を豊かに継続するこ

とができるようにするため，運動

の多様性や体力の必要性につい

て，汎用的な知識と関連づけて理

解しているとともに，それらの技

能を安定して身に付けることがで

きる。 

【概ね達成率 80％以上】 

生涯にわたって運動を豊かに継続

するための課題を発見し，合理的，

計画的な解決に向けて見通しをも

って思考し判断するとともに，自

己や仲間の考えたことをわかりや

すく他者に伝えることができる。 

【概ね達成率 80％以上】 

生涯にわたって継続して運動に親

しむために，運動における競争や

協働の経験を通して，主体的に公

正に取り組む，互いに協力する，

自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にすること

ができる。また，積極的に健康・

安全を確保することができる。 

【概ね達成率 80％以上】 

B 

おおむね満足できる 
運動の合理的，計画的な実践を通

して，運動の楽しさや喜びを味わ

うことができる。また，生涯にわた

って運動を豊かに継続することが

できるようにするため，運動の多

様性や体力の必要性について理解

しているとともに，それらの技能

を身に付けけることができる。 

【概ね達成率 35％以上】 

生涯にわたって運動を豊かに継続

するための課題を発見し，合理的，

計画的な解決に向けて思考し判断

するとともに，自己や仲間の考え

たことを他者に伝えることができ

る。 

【概ね達成率 35％以上】 

生涯にわたって継続して運動に親

しむために，運動における競争や

協働の経験を通して，公正に取り

組む，互いに協力する，自己の責

任を果たす，参画する，一人一人

の違いを大切にすることができ

る。また，健康・安全を確保する

ことができる。 

【概ね達成率 35％以上】 

C 

努力を要する 
運動の合理的，計画的な実践を通

して，運動の楽しさや喜びを味わ

うことができない。また，生涯にわ

たって運動を豊かに継続すること

ができるようにするため，運動の

多様性や体力の必要性について理

解しているとともに，それらの技

能を身に付けることができない。 

生涯にわたって運動を豊かに継続

するための課題を発見し，合理的，

計画的な解決に向けて思考し判断

することができず，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることが

できない。 

生涯にわたって継続して運動に親

しむために，運動における競争や

協働の経験を通して，公正に取り

組む，互いに協力する，自己の責

任を果たす，参画する，一人一人

の違いを大切にすることができな

い。また，健康・安全を確保する

ことができない。 
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III. 授業の概要 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 無し 

副教材等 Active スポーツ・ステップアップ高校スポーツ 

 

1. 学習の目標 

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として
捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続する

ことができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付け
るようにする。 

(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続し
て運動に親しむ態度を養う。 

 
2. ３観点の評価規準 

規  準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的，計画的な実践を通し

て，運動の楽しさや喜びを深く味わう

ことができる。また，生涯にわたって

運動を豊かに継続することができる

ようにするため，運動の多様性や体力

の必要性について，汎用的な知識と関

連づけて理解しているとともに，それ

らの技能を安定して身につけること

ができる。 

生涯にわたって運動を豊かに継続す

るための課題を発見し，合理的，計画

的な解決に向けて見通しをもって思

考し判断するとともに，自己や仲間の

考えたことをわかりやすく他者に伝

えることができる。 

運動における競争や協働の経験を通

して，主体的に公正に取り組む，互い

に協力する，自己の責任を果たす，参

画する，一人一人の違いを大切にする

ことができる。また，積極的に健康・

安全を確保して，生涯にわたって継続

して運動に親しむ態度を身に付ける

ことができる。 

上記の規準に対して，「十分満足できる」場合は A，「おおむね満足できる」場合は B，「努力を要する」場合は C
として評価する 

評 価 方 法 

実技テスト，筆記テスト，学習カード，

レポート等 

筆記テスト，学習カード，観察，レポ

ート・発表等 

学習カード，観察等 

 

3. 学習内容  4. 学習方法 

１
学
期 

前半 体つくり運動 体育理論 
後半 種目選択 

（ダンス・器械運動） 
 

 体育着，シューズ（屋内用・屋外用）を使用する。

水泳選択者は水着を使用する。筆記用具を使用す

る場合がある。 

 男女共修。 

 評価は単元ごとに行う。 

 各単元においてテストや学習カードおよびレポー

トの提出がある。 

 種目の選択は定員数によって希望外になる場合が

ある。 

２
学
期 

前半 体つくり運動 体育理論 
 種目選択 
（水泳・バスケットボール・ソフトボール） 

後半 種目選択 
  （バレーボール・サッカー） 

 

３
学
期 

前半 種目選択 
  （空手・バドミントン・テニス） 
後半 種目選択 
  （バスケットボール・バレーボール・サッカー） 
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IV. 授業の概要 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １ 年次 ２ 

使用教科書 第一学習者 保体703 高等学校保健体育 

副教材等 第一学習社 高等学校保健体育ノート 

 

5. 学習の目標 

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環
境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 
(4) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。 
(5) 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況

に応じて他者に伝える力を養う。 
(6) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を

養う。 

 
6. ３観点の評価規準 

規  準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

個人及び社会生活における健康・安全

について汎用的な知識と関連づけて

理解を深めるとともに，正確な技能を

身に付けることができる。 

健康についての自他や社会の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に向け

て見通しをもって思考し判断すると

ともに，目的や状況に応じてわかりや

すく他者に伝えることができる。 

生涯を通じて自他の健康の保持増進

やそれを支える環境づくりを主体的

に目指し，明るく豊かで活力ある生活

を営む態度を積極的に身に付けるこ

とができる。 

上記の規準に対して，「十分満足できる」場合は A，「おおむね満足できる」場合は B，「努力を要する」場合は C
として評価する 

評 価 方 法 

実技テスト，筆記テスト，学習カード，

レポート等 

筆記テスト，学習カード，観察，レポ

ート・発表等 

学習カード，観察等 

 
 

7. 学習内容  8. 学習方法 

１
学
期 

第３章 生涯を通じる健康 

生涯の各段階における健康 

 
 

 教科書およびノートを使用する。 

 各 HR 教室でクラス単位の授業を行う。 

 評価は学期ごとに行う。 

 定期テスト，単元テストや，ノートおよびレポート

の提出がある。 
２
学
期 

労働と健康 

第４章 健康を支える環境づくり 

環境・食品と健康   
 

３
学
期 

保健・医療制度と機関 

 

学習内容のまとめ  
 


